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穏LT厚嘘艦.器:蝙,議‐螂
・
コ蝿螺7.次含. 盛舎に開催′′

平成20年 10月 20日 (月)、福岡カンツリークラブ和白コースにおいて 『第17回 チヤリテイゴルフ

大会』を開催しました。今年は174名 の参加。今回も多くの方々に参加、また協賛をして頂きました。

心より御礼申しあげますЪおかげさまで新宮町社会福祉協議会には35万 円、寄贈することができました。

地域貢献として商工会が果たすべき一つの事業として、盛会に行うことが出来ました。

ご協力ありがとうございました。

成績は次の通り (敬称略)

_豊 :_優́遊 _■́_   ‐準優勝 1.
金子 慶三   島田  誠
(ネット68.8)     (ネ ット71.4)

ベストグロス
隅子]島田  誠(GR75.0

腋子]高橋千津子(GR88.0)

3位

持山 宏征
(ネット71.6)

70歳 以上 1位

池見 秀喜
(ネット74.6)

●協賛企業名(順不同)

朝日新聞サービスアンカー新宮 ・居酒屋 さぶ ・侑}歌幸 ・宇美町商工会青年部 ・l■lエーワンガス ・l■l大政すし。遠賀信用金庫 新宮支店 ・

海鮮食 よかたい do・ カスタネット倶楽部 。」A糟 屋農業協同組合 新宮支所 。閉九コン・協和タクシー閉 。閉慶 和 ・玄海アスコン・

閉河野製作所 ・コーヒーショップ タイム ・l■l酒のナガサキ 。シンエイ空調欄 。新宮町 。新宮町土木組合 【l●l落石建設 ・l■l木村組 ・

閉九籐建設 ・閉立花建設 ・Ⅲ藤田組 。欄船越組 。いユキテク】・新宮町沖田土地区画整理組合 。l■l進藤商店 。」OYト ラベルl■l・閉上東

建設 新宮支店 ・スポーツ アム ・l■l誠文社 ・第一施設工業欄 。大和物流閉 。とびうめ信用組合 新宮支店 ・閉西日本シティ銀行新宮支店 ・

l■l西日本モーター 。日本トウカンパッケージ閉 。二木ゴルフ福岡東店 ・閉ハローディ。社会福祉法人福岡コ回二一・欄福岡銀行新宮支店 。

閉福岡ミツカン・福岡カンツリー倶楽部 。福岡工業大学 ・閉藤田組 。開プラスワン・欄フランソア ・隋)プラネット・プリマハム閉福岡

営業所 ・欄ベスト電器 新宮店 ・閉松園特殊鉄工 ・閉まつだ 。欄松本組 ・侑}めぐみ鶏卵 ・閉矢野特殊自動車 ・焼とり新ちゃん 。l■l山田水産 ・

l■l吉村電気商会 ・ロックペイント閉



贔
靱
勒
讚
礼
鰊
麒
襦

今
年
度
も
町
行
政
と
の
懇
談
会
を
、
中
野

町
長
を
は
じ
め
町
行
政
幹
部
の
出
席
を
得
て

実
地
し
ま
し
た

（
Ｈ
月

２‐
日
（金
）
午
後
３
時

３０
分
よ
り
、
新
宮
町
役
場
３
階
大
会
議
室
に

於

い
て
）
。
商
工
会
役
員
と
新
宮
町
企
業
振

興
協
議
会
合
同
で
開
催
し
、
出
席
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
主
な
質
問

・
要
望
項
目
は
次
の
通

り
で
す
。

①
町
内
の
商
工
業
者
の
育
成
、
活
性
化
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。
②
新
宮
町
企
業
振
興
協
議
会
は
新
宮
町
発
展

の
た
め
鋭
意
努
力
し
、
独
自
の
活
動
を
行

っ

て
き
て
今
後
も
新
宮
町
行
政
と
協
調
体
制
を

と
り
な
が
ら
企
業
振
興
を
図

っ
て
い
き
た

い

と
考
え
て
い
る
が
、
町
と
し
て
新
宮
町
企
業
振

興
協
議
会
を
ど
う
支
援
さ
れ
る
の
か
。

③
町
の
市
街
地
の
中
心
部
に
あ
た
る
緑
ケ
浜

地
区
及
び
沖
田
地
区
の
今
後
の
整
備
方
針
は

ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

④
駅
前
商
店
街
の
街
路
灯
は
、
同
地
区
を
明

る
く
し
て
防
犯
を
目
的
に
、
同
商
店
会
に
よ

り
設
置
さ
れ
、
会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
昨
年
の
状
況
で
は
、
電
気
代
、
保
険

料
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
等
年
間
５
０
万
円
を

超
え
る
負
担
を
同
地
区
の
店
舗
に
強
い
ら
れ

て
い
る
状
態
で
あ
り
、
も
し
現
行
の
街
路
灯

維
持
が
不
可
能
に
な

っ
た
場
合
、
行
政
に
防

犯
等
の
新
規
設
置
又
は
現
街
路
灯
の
負
担
を

お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

⑤

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
の
運
行
と
財
政
状
況

に
つ
い
て
、
運
賃
収
入
以
外
の
不
足
額
に
つ

い
て
は
、
全
額
町
か
ら
補
填
し
て
あ
る
と
聞

く
が
、

マ
リ
ン
ク
ス
を
運
営
さ
れ
る
間
は
今

後
も
全
額
補
填
さ
れ
る
の
か
。

そ
の
他
も
町
行
政
側

へ
の
熱
意
あ
る
要
望

。

質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
活
気
あ
る
会
議
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
町
行
政
と
商
工
会
は
町

の
発
展

の

為
に
協
力
し
合

い
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
宮
中
学
校
相
島
分
校
２
年
生
の
三
船

優
香
さ
ん

（相
島
）
の
作
文

「税
と
つ
な

が
る
」
が
全
国
納
税
貯
畜
組
合
連
合
会
会

長
賞
を
、
新
宮
中
学
校
３
年
生
の
藤
原
里

美
さ
ん
は

「税
の
未
来
の
扉
」
で
香
椎
税

務
署
管
内
納
税
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ア
ク
テ
イ
ブ
新
宮
１
月
号

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
振
興
協
議
会
盆
Ｗ

企
業
振
興
協
議
会
で
は

１０
月

３０
日
に

町
内

（お
よ
び
近
郊
）
３
ヶ
所

（矢
野

特
殊
自
動
車
（株
Ｙ

フ
ラ
ン
ソ
ア
（株
Ｙ

和
自
健
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
の
事
業
所
を

視
察
研
修
で
訪
れ
ま
し
た
。
身
近
過
ぎ

て
意
外
と
知
ら
な

い
と
は
ま
さ
に
こ
の

事
―
と

い
う
具
合

に
、
皆
さ
ん
熱
心
に

説
明
を
聞

い

た
り
見
学
し

た
り
し
て
い

ま
し
た
。
改

め
て
新
宮
町

の
魅
力
を
感

じ
た
意
義
あ

る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

商
工
会
員
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
、
青
年

部

の
津

田
昇
と
言

い
ま
す
。
私
は
三
代

で

「蔵
」
、
和
白
病
院
の
前
に
あ
る

「宴
家
」

と

い
う
居
酒
屋
を
２
店
営
ん
で
い
ま
す
。
私

は
生
ま
れ
も
育
ち
も
新
宮
町
で
は
な
か

っ

た
の
で
、
地
元
の
方
々
と
接
す
る
機
会
も
少

な
か

っ
た
し
新
宮

の
行
事
な
ど
も
消
極
的

で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
方

か
ら

「青
年
部

に
入
ら
な

い
か
」
と
誘
わ

れ
て
い
き
な
り
部
会
に
連
れ
ら
れ
て
そ
の
場

で
青
年
部

に
入
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
知
ら

な

い
人
ば
か
り
で
し
た
け
ど
、
年
齢
が
近

い

せ

い
も
あ

る
し
同
じ
新
宮
町
で
商
売
し
て
い

る
こ
と
も
あ

っ
て
、
す
ぐ
に
青
年
部

の
み
な

さ
ん
と
溶
け
込
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
後
も
部
会

に
も
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と

で
、

い
ろ
ん
な
業
種

の
経
営
者
と
話
す
こ
と

が
出
来

て
経
営

の
相
談

か
ら
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト

の
相
談
ま
で
出
来
る
仲

に
な

っ
て
本
当

に
い

い
仲
間
に
め
ぐ
り
会
え
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会

の
い
ろ
ん
な
行
事

に
も
参

加
す
る
こ
と
で
多
く

の
出
会

い
や
幅
広

い
交

流
が
で
き
、
た
く
さ
ん

の
方

々
か
ら
お
店
を

利
用
し
て
も
ら
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
青
年
部

で
新
宮

町

の
活
性

化

の
た

め

に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若

い
経
営
者
が
ひ
と
り

で
も
多
く
青
年
部

に
加
入
し
て

一
緒

に
助
け

合

っ
て
頑
張

っ
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
心
よ

り
願

っ
て
い
ま
す
。

自
分

の
お
店

の
紹
介
を
少
し
さ
せ
て
も
ら

う
と
、
幅
広

い
お
客
様

に
ご
利
用
頂
け
る
よ

う
、
雰
囲
気
、
メ

ニ

ュ
ー
を
日
々
考
え
、
喜

ん
で
お
食
事
し
て
頂
け
る
よ
う
な
お
店
づ
く

り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
常
日
頃
よ
り
使

っ

て
下
さ

っ
て
い
る
お
客
様

に
は
感
謝
、
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
ま
だ

ご
利
用

し

た

こ
と

の
な

い
方

は

是

非

一

度

、

ご
来

店

下

さ

い
。

ス
タ

ッ
フ

一
同
、

心

よ

り

お

待

ち

し
て
お
り
ま
す
。

質問をする河野企業振興協議会会長

聰
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今
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月

の
総

会

に
始
ま
り
、
６
月

に
は
地
区
予
選

の
ソ
フ

ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
新
宮
町
で
開
催
、

県
女
連

の
研
修
が
熊
本

の
天
草

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
７
月
に
は
九
州
地
区
幹
部
研
修
が
福

岡
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ブ

ロ
ッ
ク

予
選
を
勝
ち
抜
か
れ
た
皆
さ
ん

の

一
番

の
目

的

で
あ

る
女
性
主

張
者
大
会

の
全

国
大

会

（参
加
者
３
１
２
３
名
）
が
宮
崎

で
開
催
さ

れ
、
お
目
当
て
の
東
国
原
知
事

の
お
話
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
屋
裕

子
氏

（
元
全

日
本

バ

レ
ー
ボ

ー

ル
選

手
）
の

「商

い
に

活

か
す

ス
ポ
ー

ツ
と
健
康
な
身

体
」
の
講
演
も
あ

り
日
本
人

は
食

べ
す
ぎ

メ
タ
ボ

運
動
不
足
と

い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
他
日
帰
り
研
修
や
借

同
園
慰
間
、
エ
コ
研
修
な
ど
な
ど
…
。

私
た
ち
商
工
会
女
性
部
も
地
域
経
済
の
活

性
化
、
事
業
の
活
性
化
を
目
指
す
べ
く
頑
張

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
け
ど

い
ろ
い
ろ
な
会

合
で
の
参
加
者
が
少
な
く
女
性
部
長
と
し
て

私
の
力
不
足
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
世
間
で
は

「厳
し
い
厳
し
い
」

の
言
葉
ば
か
り
聞
き
こ
れ
か
ら
の
商
売
も
本

当
に

「厳
し
い
」
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

か
と
い
っ
て
暗

い
話
ば
か
り
で
は
な

い
よ
う

で
、
Ｊ
Ｒ
新
駅
も
平
成

２２
年
４
月
開
業
を
目

指
し
て
い
ま
す
じ
緑
ヶ
浜
地
区
の
区
画
整
理

事
業
も
始
ま
り
、
新
宮
町
は
こ
れ
か
ら
元
気

に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
地
域
を
活
か
し
た
製
品

・
サ
ー

ビ
ス

・
観
光
な
ど
の
産
業

へ
と
発
展
を
願
う

も
の
で
す
。
健
康
で
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、
誰

に

で
も

楽

し

め

る

ス
ポ

ー

ツ

で

体

力

づ

く

り
を

心

が

け

た

い
も

の

で
す
。

皆

様

の
商

売

繁

栄

と

ご
健

康

を

お

祈

り
い
た
し
ま
す
。

女
性
部
長
大
野
美
恵
子

蠍

新
規
会
員
紹
介

含
同
会
社
　
フ
ク
ト
レ
ー
ド

（下
府
）

↓
食
品
輸
出
入
業

モ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
久
山

（久
山
町
山
田
）

↓
中
古
車
販
売
業

（株
）山
根
産
業

（湊
坂
）

↓
飲
食
業

・
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
業

優
建
設

（上
府
）

↓

一
般
土
木
工
事
業

（株
）
み
か
げ

（東
区
和
白
）

↓
仕
出
し

。
会
席
料
理
、
宅
配
業

（株
）
フ
ア
イ
ン
ロ
ジ
テ
ツ
ク

（立
花
口
）

↓
運
送

・
派
遣
業

（有
）さ
く
ら

（新
宮
）

↓
介
護
業

（株
）イ
マ
イ
ズ
ミ

（三
代
）

↓

一
般
土
木
工
事
業

大
濱
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

（湊
坂
）

↓
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

カ
ー
ラ
イ
フ
ホ
ン
ダ

（古
賀
市
青
柳
）

↓
新
中
古
車
販
売
業

各
種
イ
ベ
ン
ト
企
画
　
は
じ
づ
め

（緑
ヶ
浜
）

↓
繊
維
卸
業

（株
）
Ｎ
ｌ
Ｋ
Ａ
Ｓ

（上
府
）

↓
中
古
車
輸
出
業

た
ち
ば
な
診
療
所

（夜
自
）

↓
医
療
業

志
の
ぶ
食
品
（株
）
（久
山
町
久
原
）

↓
仕
出
し

。
鉢
盛

・
産
直
ギ
フ
ト
業

Ｓ

・
Ｐ

・
Ｋ
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス

（下
府
）

↓
廃
品
回
収
業

（株
）
サ
ポ
ー
ト

（夜
臼
）

↓
食
品
用
包
装
資
材
卸
販
売
業

（有
）昇
陽
建
設

（下
府
）

↓

一
般
土
木
工
事
業

（株
）
シ
カ
ゴ
物
流

（上
府
）

↓

一
般
貨
物
運
送
業

新

し
く
商

工
会

の
会

員

と

な

っ
て
頂

い
た

方

々
を

紹
介

し
ま
す
。

韓
国
酒
房
　
ク
ル
ク
リ

（美
咲
）

↓
飲
食
業

（有
）ウ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

（夜
臼
）

↓
英
会
話
教
室

。
保
育
園

グ
ツ
ド
代
行

（古
賀
市
在
家
）

↓
運
転
代
行
業

（株
）
ア
リ
ス
ダ

（下
府
）

↓
建
築
リ
フ
オ
ー
ム
業

明
進

（下
府
）

↓
浄
化
槽
維
持
管
理

・
設
備
業

カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ツ
ク
　
艶

（東
区
和
白
丘
）

↓
飲
食
業

中
野
地
研

（古
賀
市
今
の
庄
）

↓
不
動
産
業

（株
）
ア
プ
ス

（上
府
）

↓
イ
ベ
ン
ト
業

Ｆ

Ｏ

Ｕ

Ｒ

　

Ｒ

Ｕ

Ｓ

Ｈ

（
原

上

）

↓
自
動
車
板
金
塗
装
業

（今
回
は
、
平
成
２０
年
６
月
１７
日
よ
り
平
成
２０
年
１
月
１９
日
ま

で
の
期
間
で
加
入
し
て
頂
い
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
）

★
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
だ
季
節
は
早
い
で
す
が
あ
と
ｌ
ヶ
月

ち
ょ
っ
と
も
た
て
ば
４
月
。
季
節
が
切
り

替
わ
り
ま
沈
。

春
と
言
え
ば
桜
。

新
宮
町

に
は
桜

の
名
所
が
あ
ち

こ
ち
。

皆

さ

ん

は

ど

こ

の
桜

が

好

き

で

す

か
？
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な
ん
と
か
自
社

の
商
品
を
売
り

こ
み
た

い
！

販
路
拡
大
し
た

い
！
」
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、

福
岡
県
商
工
会
連
合
会

で
は
求
評
会

。
商
談
会

を
年
に
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
商

工
会
地
域

の
特
産
品
等

の
商
品
改

良
、
販
路
開
拓

の
た
め
、
商

工
会
地
域

の
食
品

等
製
造
業
者
が
味

の
専
門
家

や
流
通

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等

の
専
門
家
と

の
個
別

の
相
談
、
大

手
百
貨
店
等
と

の
商
談

の
機
会
を
提
供

し
、
販

路
開
拓
拡
大

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

を
支
援
す
る
と

い
う
も

の
で
す
。
博
多
大
丸
、
井

筒
屋
、
岩

田
屋
、
三
越
、
鶴
屋
、
ト
キ

ハ
、
佐

賀
玉
屋
な
ど

の
バ
イ
ヤ
ー
達
と
直
接
会
え
る
、

普
通

で
は
そ

の
よ
う
な
場
面
を
作

る
の
が
難
し

い
会
員

の
方

々
に
は
ま
た
と
な

い
絶
好

の
チ

ャ

ン
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成

２０
年
２
月

に
は

（有
）
進
藤
商
店
さ
ん
、

８
月

に
開
催
さ
れ
た

（株
）
ア

ッ
キ
ー

フ
ー
ズ
さ

ん
が
当
商
工
会
よ
り
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

興
味

の
あ

る
方
は
開
催
日
時
等
を
商
工
会

の
Ｈ

Ｐ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
平
成

２２
年
４
月
１

日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
１
年
以
上
先

の
こ
と
で
す
が
今
の
う
ち
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
把

握
し
て
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。主
な
改
正
点

は
３
つ
。

①
残
業
時
間
が
月
６０
時
間
を
越
え
る
場
合
、
６０

時
間
を
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
の
割
増
額
率
が

５
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
月
６０
時
間
を
超
え
る
残
業
が
発
生
し
た
場
合

に
法
定

の
有
給
休
暇
以
外

に
有
給
休
暇
を
与

え
れ
ば
時
間
外
増
賃
金

の
支
払

い
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

③
有
給
体
暇
の

一
部
に
つ
い
て
時
間
単
位
の
取

得
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

（
＊
①

に
つ
い
て
は
要
件
に
該
当
す
る
中
小
企

業
主
に
つ
い
て
は
適
用
除
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
福
岡
労
働
局
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
下

さ
い
。
）

今
回
の
改
正
の
目
的
は
過
剰
な
残
業
を
減
ら
す

こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。
企
業
に
そ
の
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
ね
。申ス さ ・ス ?国

込 りん新
｀
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《
教
育

一
般
貸
付
》

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学

。
在
学
さ
れ

る
方
の
保
護
者
で
、

１
、
世
帯
の
年
間
収
入
（所
得
）
が
次
表
の
金
額
以

内
の
方
子
供
の
人
数
　
　
　
給
与
所
得
者

（事
業
所
得
者
）

１
人
　
　
　
　
　
　
７
９
０
万
円

（５
９
０
万
円
）

２
人
　
　
　
　
　
　
８
９
０
万
円

（６
８
０
万
円
）

３
人
　
　
　
　
　
　
９
９
０
万
円

（７
７
０
万
円
）

４
人
　
　
　
　
１
、
０
９
０
万
円

（８
６
０
万
円
）

５
人
　
　
　
　
１
、
１
９
０
万
円

（９
６
０
万
円
）

２
、
次
の
特
例
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

世
帯
の
年
間
収
入
（所
得
）
が
前
１
を
超
え
る
方
の

う
ち
、
子
供
の
人
数
が
２
人
以
下
で
、
か
つ
、
世
帯

の
年
間
収
入
が
９
９
０
万
円

（所
得
７
７
０
万
円
）

以
内
で
あ

っ
て
、
次
の
特
例
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

【特
例
要
件
】

①
勤
続

（営
業
）
年
数
が
３
年
未
満

②
居
住
年
数
が
１
年
未
満

③
返
済
負
担
率
（借
入
金
年
間
返
済
額
／
年
収
）

が
３。
％
超

■
ご
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校

・
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
予
備
校
、

経
理
学
校
、
デ
ザ
イ
ン
学
校
な
ど
、
特
別
支
援
学

校
の
高
等
部
、
外
国
の
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
な
ど
、
そ
の
他

職
業
能
力
開
発
校
な
ど
の
教
育
施
設

■
ご
融
資
額

学
生

。
生
徒
お
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内

■
お
使
い
み
ち

・
学
校
納
付
金
、
受
験
に
か
か

っ
た
費
用
、
住
居

に
か
か
る
費
用
、
教
科
書
代
、
教
材
費
、
パ
ソ
コ

＝
＝̈
――――‐―‐＝
‐――‐‐‐‐＝
＝
一̈＝
¨̈＝
‐̈‐‐‐‐‐
‐‐――‐
＝̈
―̈―
‐
――‐
＝
＝̈
＝̈
‐‐‐‐‐
川
‐̈‐‐‐‐――‐‐
――‐―――
‐‐‐‐――＝
＝

‐̈‐‐‐―――‐‐
――‐‐‐
＝

ン
購
入
費
、
通
学
費
用
、
修
学
旅
行
費
用
、
学
生

の
国
民
年
金
保
険
料
な
ど

■
ご
返
済
期
間

１０
年
以
内

（交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の

方
は
、
１
年
の
延
長
が
可
能
で
す
。
）

■
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
で
元
金
の
ご
返
済
を
据
え
置
く
こ

と

（お
利
息
の
み
の
ご
返
済
）
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
据
置
期
間
は
ご
返
済
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

■
利
率

（平
成
２‐
年
２
月
１２
日
現
在

年
２
４
５
％
率
）

利
率
は
金
融
情
勢
に
よ

っ
て
変
動
し
ま
す
の
で
、

お
借
入
金
利

（固
定
）
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
利
率

と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
保
証
（財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
の
保
証

（ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
名
以
上
）

■
取
扱
窓
口

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

国
民
生
活
事
業
の
各
支
店

（全
国
１
５
２
店
舗
）
最
寄
り
の
金
融
機
関
（銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
協
、
漁

協
（約
３
１
、
０
０
０
店
舗
こ
で
も
お
取
り
扱
い
し

て
い
ま
す

（お
中
込
、
ご
相
談
は
各
金
融
機
関

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

＊
そ
の
他

「セ
ー
フ
テ
ィ
貸
付
」

「
マ
ル
経
融
資
」
な
ど
、
皆
様
の

事
業
に
役
立

つ
制
度
の
ご
利
用
も

ご
相
談
下
さ
い
。

輔
日本政策金融公庫



平成21年 2月発行

昨
年
１０
月
３‐
日
に
全
国
統

一
保
証
制
度
で
あ
る

「原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
■
略

称

「全
国
緊
急
し
が
創
設
さ
れ
緊
急
保
証
制
度
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
制
度
の
内
容
は
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

（５
号
認
定
）
で
あ
リ
ス

タ
ー
ト
時
の
１０
月
３‐
日
に
対
象
業
種
の
拡
大
、
対

象
要
件
緩
和
等
に
対
策
が
併
せ
て
出
さ
れ
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
は
従
来
か
ら
利
用

さ
れ
て
き
た
保
証
制
度
で
あ
り
ま
す
が
、
フ」
う
い

っ
た
対
策
に
よ
り
景
気
後
退
に
よ
る
売
上
減
少
等

資
金
繰
り
に
苦
し
む
中
小
企
業
者
か
ら
の
申
し
込

み
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
は
自
治
体
制
度
と
の
組
み
合
わ
せ
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
保
証
の
内
容
を
見
ま
す
と
金
融
機

関
所
定
利
率
で
保
証
料
率
が
０
・
８
％
の
「全
国
緊
急
」

制
度
の
利
用
は
少
な
く
、
福
岡
県
緊
急
経
済
対
策

資
金
な
ど
、
低
利
で
保
証
料
率
も
下
げ
ら
れ
て
い

る
自
治
体
制
度
の
利
用
が
８
割
を
超
え
る
状
況
と

な

っ
て
お
り
、
各
自
治
体
は
Ｈ
月
か
ら
融
資
枠
の

再
度
に
わ
た
る
拡
大
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
υ

福
岡
県
で
は
、
年
末
、
年
度
末
に
向
け
、
中
小

企
業
の
資
金
需
要
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
昨
年

Ｈ
月
４
日
か
ら

「中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
中
小
企
業
か
ら
融
資

申
込
み
が
殺
到
し
て
お
り
、
現
在
の
融
資
枠
を
超

え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
融
資
枠
を
大
幅

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
申
込
に
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
保
証
の
認
定
が
必
要
で
す
認
定
は
事
業
所
所

在
地
の
市
役
所
、
町
村
役
場
で
行

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
認
定
に
必
要
な
書
類
等
は
直
接
市
役
所
、

町
村
役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

前
日
か
ら
引
き
続
き
、
新
宮
町
の
驚
く
べ
き
技

術
力
を
持

っ
た
企
業
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
今

回
取
り
上
げ
る
の
は

『ダ
イ
ワ
テ
ッ
ク
（株
）
（代

表
取
締
役
濱
地
誠
二
）
』

（上
府
７
７
６
１
９
）

で
す
υ
ガ
ラ
ス
加
工
の
企
業
で
す
っ

ガ
ラ
ス
は

氏
　

サ
ン
ド
ブ
ラ

た
　
ス
ト
（砂
を

地濱

高
圧
で
吹

緞
　
き
か
け
て

凱
　
削
っ
て
ゆ
く

代
　
技
法
）で
加

工
し
て
い
き

ま
す
。
出
来
た
ガ
ラ
ス
を

フ
ッ
酸
で
き
れ

い
に
仕

上
げ
る
の
が
ケ
ミ
カ
ル
エ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
独
自

の
技
術
で
す
”

建
築

。
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
、
照
明

・
家
具
、
サ

イ
ン
、
看
板

　
エ
ク
ス
テ
リ
ア
な
ど
幅
広

い
分
野

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
社

の
製
品
は
意
外

に
皆
さ
ん
の
身
近
に
―

一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
、
そ
う
、

「そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
」
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
ッ
チ
ン
グ
手
彫
り
加
工

は
熟
練
し
た
技
術
者
達
に
よ
り
、
新
し
い
技
法
を

駆
使
し
て
段
彫
り
を
行

い
、
精
密
な
手
作
り
加
工

の
工
芸
的
な
作
品
を

つ
く

っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
ラ
イ

ン
、
フ
ロ
ス
ト
ラ
イ

ン
は
自
動
化

さ
れ
て
い
る
の
で
量
産
が
可
能
と
の
こ
と
。

「表

情
豊
か
な
ガ
ラ
ス
を
創
る
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

表
面
加
工
技
術

の
開
発
と
、
高
度
な
彫
刻
技
術
と

感
性
を
備
え
た
彫
刻
師
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
光

に
調
和
す
る
ウ
イ
ン
ド
ー
、
ソ
フ
ト
な
光

を
放

つ
パ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
、
こ
の
会
社
な
ら

で
は
の
個
性
的
な
作
品
た
ち
は
空
間
を
鮮
や
か
に

演
出
し
て
い
ま
ｔ

ガ
ラ
ス
加
工
を
主
と
し
て
行

っ
て
き
た
会
社
で

す
が
今
で
は
そ
れ
を
追
い
越
す
形
で
伸
び
て
き
て

い
る
の
が
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
表
面
処
理
剤
の
開
発

・

製
造
分
野
で
す
。
近
来
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お

い
て
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
需
要
は
目
覚
し
い
伸
び
を

示
し
、
ま
す
ま
す
そ
の
用
途
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
特
性
を
充
分
発
揮
さ
せ

る
に
は
酸
洗
は
非
常
に
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
り

常
に
そ
の
能
率
性
、
安
全
性
が
追
求
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
酸
洗
処
理
の
経
験
と
そ

の
関
連
技
術
を
も
つ
こ
ち
ら
で
は
薬
剤
の
製
造
は

も
と
よ
り
、
施
工
方
法
に
つ
い
て
も
常
に
研
究
開

発
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「ス
テ
ン
レ
ス
酸
洗
」
と

は
ス
テ
ン
レ
ス
の
汚
れ
を
落
と
し
、
溶
接
の
汚
れ

を
よ
り
さ
び
な
く
し
、
美
し
く
す
る
も
の
で
す
。

元
々
こ
の
会
社
で
は
、
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
を
作

っ

て
お
り
、
そ
の
目
盛
り
線
を
フ
ッ
酸
を
使

っ
て
削

っ
て
い
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
立
∪
川
の
水
門
、

船
の
溶
接
、
る
ア
ン
レ
ス
の
配
管
、
食
品
工
場
な

ど
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

内
大
手
の
鉄
鋼
会
社
を
始
め
、
仲
介
で
輸
出
さ
れ

て
台
湾
や
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
使
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
０

「自
社
で
生
産
か
ら
販
売
ま
で
行
い
ま
す
。

今
後
、
建
築
市
場
は
縮
ん
で
ゆ
く
で
し
ょ
う
」
と

濱
地
社
長
は
言
い
ま
す
。
「だ
か
ら
こ
そ
、
ガ
ラ
ス

の
表
面
に
機
能
性
を
付
加
価
値
と
し
て
、
例
え
ば

結
婚
式
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
や
赤
ち
ゃ
ん
の
足

型
、
社
屋
の
落
成
記
念
と
い
っ
た
対
個
人
を
相
手

と
し
て
事
業
展
開
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思

っ
て
い
ま
す
。

『環
境
と
品
質
』
、
こ
れ
を
大

事
に
今
後
も
独
自
の
や
り
方
で
強
み
を
持

っ
た
企

業
へ
と
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
∪
」

確
定
申
告
の
時
期
で
す

納̈
期
限
は
申
告
所
得

税
は
３
月
１６
日
（月
二
振
替
利
用
者
は
４
月
２２
日

（水
と
、消
費
税
は
３
月
３‐
日
（火
〓
振
替
利
用
者

は
４
月
２７
日
（月
と
で
す
。
延
納
制
度
利
用
者
は

税
額
の
２
分
の
１
以
上
を
納
期
限
ま
で
に
収
め

れ
ば
６
月
１
日
（月
）
ま
で
残
額
を
伸
ば
す
こ
と

が
出
来
ま
す
υ但
し
延
納
額
が
Ｈ
万
円
以
上
か
ら

利
子
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

次
に
誤
り
の
多
い
事
例
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
も
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

【社
会
保
険
料
控
除
】

●
未
払
の
も
の
や
翌
年
以
降
分
で
本
年
中
に
前

払
い
し
た
も
の
を
含
め
て
い
た
（前
納
期
間
が
１

年
以
内
の
も
の
は
全
額
が
控
除
可
能
）
。

●
配
偶
者
の
年
金
か
ら
控
除

（天
引
き
）
さ
れ
て

い
る
介
護
保
険
料
や
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料

を
含
め
て
い
た
。

【医
療
費
控
除
】

●
生
計
を

一
に
し
て
い
な
い
親
族
の
入
院
費
を

対
象
と
し
て
い
た
。

●
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
対
象
に
含
め
て
い
た
。

●
領
収
書
が
必
要
な
の
に
「医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

で
支
払
額
を
計
算
し
て
い
た
。

●
Ｔ
Ｖ
代
、文
書
料
等
が
含
ま
れ
て
い
た
。

【寡
婦
（寡
夫
）控
除
】

●
女
性
が
離
婚
し
た
場
合
は
扶
養
家
族
か
生
計

を

一
に
す
る
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が
３８
万
円

以
下
の
子
を
有
し
な
け
れ
ば
寡
婦
控
除
に
該
当

し
な
の
に
適
用
し
て
い
た
。

●
合
計
所
得
金
額
が
５
０
０
万
円
を
超
え
て
い

る
の
に
寡
夫
控
除
し
て
い
た
。

…
他
に
も
注
意
す
べ
き
点
が
多
く
あ
り
ま
戎

相
談
は
商
工
会
ま
で



間 上 しん ぐつ 4ソ 号

昨年9月 に皆様にご協力 して頂きました 「支援ニーズ等調査」結果報告。

当時とは経済環境が変わつてきてお りま硯 現段階の状況とは違うことをご了承下さい。

【回答企業数】 202事業所(624事業所へ発送)

【回答企業業種】 建設(43)、製造(50)、卸売(16)、小売(25)、飲食・宿泊(11)、不動産(9)、運輸〔倉庫〕(8)、サービス(39)

【質 問 事 項】

① 売上等の業況は1年前と比べてどうですか。   ③ 現在または今後の経営課題は何ですか。 ④ 商工会を利用して役に立ったと感じたこと、

あるいは特によかつたと思うことは何ですか。良い

やや良い

やや悪い

悪い

変わ らない         64

1事 業・店舗の拡大
2新 分野への進出
3販 路 市場の開拓
4新 商品 サービスの開発
5事 業転換 経営革新
6国 際化 海外展開
7環 境問題への対応
8生 産管理 品質管理強化
9他 社との連携
10技 術力の向上

11情 幸侵(lT)化への推進
12設 備の増設・入替
13後 継者の確保 育成
14従 業員の確保・育成
15資 金調達
16税 務・経理
17社 会保険・労務管理

18コ ス ト削減
19現 状維持
20事 業縮小 廃業
21そ の他

6
32

55
38

26
28
75
39
10
5
16
27
30
37
4
25
32
55
32
11
4
64
35
9
5

13
3
39
15
43
11
17
10
12
39

1巡 回 窓口での個別相談
2専 門家派遣による相談
3記 帳 税務申告相談
4労 働保険事務の代行
5制 度融資のあつせん

6各 種セミナーヘの参加
7経 営に関する情報提供
8取 引先 関係機関の紹介
9部 会活動への参加
10会 員・事業者間の交流

'1物
産展 商談会等参加      2

12ま つり 売出し等イベント   19

② 原油・原材料高の業況への影響はどうですか。

1大 きく圧迫          61
2や や圧迫           94

3影 響は小さい         31

4ほ とんど影響なし       12

13 PR効果 広報活動
14行 政等への意見陳情

17
11

続いて11月に実施した「地域活性化に係るアンケー ト」結果を掲載します。こちらは回収率が低かつたので広く会員の

方の意見を伺うには至らなかつた面がありますが、関心ある方々の貴重な意見として活用できるかと思われま丸

【回答結果より】

前年比売上は「変わらない」に続き「やや悪い」が上位です。原油高騰の影

響も多くの企業が受けていると見られます。比べて景気悪化が会員企業の

業績悪化に繋がっている様子です。これも昨年9月時点のことなので現段

階ではさらに「悪い」と多く答える企業が増えることが予測されますЭ

経営課題としては「販路・市場の開拓」が 1番多く、「コスト削減」、「従業

員の確保・育成」が続いています。どれも企業が生き残っていくためには重

要視すべきもの0そ の解決手段も簡単にはいかないものといえそうです。

① あなたが考 える地域 活性 化 とは どの よ うな

ものです か。

1農 業者と商工業者との連携      11
2地 産地消の推進           25
3商 工業者と行政、各団体との連携   32
4ま つり・イベン ト企画        21
5物 産展 展示会等の開催       18
6特 産品開発             15
7観 光名所のPR           23

8人 材交流及び育成          13
9活 気ある中心市街地や商店街つくり  40
10地 域における生活の利便性の向上   15

11地 域の顔や求心力となるものの創設  12
12コ ミユニティ活動や近隣所との交流  15
13人 口の増減や少子高齢化への対応   21
14地 域の治安の向上          12
15地 場産業の育成           35
16エ コ活動やリサイクル運動の推進   12
17そ の他               3

商工会を利用してよかつたことには「制度融資の斡旋」が最も多く、「会

員事業者間の交流」「記帳・税務中告相談Jが同じくですЭ資金繰 りが企業に

とって重要な問題でありその解決手段として商工会が利用されていると

いえそうです。

また会員相互の交流も商工会に望まれている機能の一つであり、そうい

う場を商工会としても今後提供していかなければならないと思われま丸

、サービス (21)

③ ②の問題点は地域活性化によって

解決されると思いますか。
② ご商売 の現在 の問題 点 につ いて どう

思 われ ます か。

1売 上の減少          36
2販 売価格の低下 上昇     14
3需 要低迷           24
4業 界の衰退          21
5取 引条件の悪化        14
6人 件費の増加         6
7人 材の確保・育成難      20
8同 業者との競争激化      28
9新 規参入業者の増加      4
10原 材料 (仕入れ)価格の上昇    0
11後 継者不足          10

12新 分野への進出難       6
13事 業資金の借入難       10
14債 務の過乗」・金利負担増     5
,5情 報化の推進         5
16販 売 市場開拓        21
17設 備 店舗等の老朽 不足    10
18設 備の過乗1          0
19そ の他             1

15共 済制度等への加入      14
16士也域貢南犬

'舌

動                19
17そ の他            6

1思 う
2ど ちらかというと思う

3ど ちらでもない

4ど ちらかというと思わない

5思 わない

6無 回答

④ 日曜市の開催について、行つたほうが

良いと思いますか。

思う               25
どちらかというと思う     25
どちらでもない        18
どちらかというと思わない   10
思わない           3
無回答            3

【回答事業所数】 84事業所(624事業所へ発送)

【回答企業業種】 建設(17)、製造(19)、卸売(5)、小売(9)、飲食・宿泊(5)、不動産(3)、運輸〔倉庫〕(5)

【質 問 事 項】

【回答結果より】

地域活性化に必要なものとしては「活気ある中心市街地や商店街つ く   が「どちらかというと思うJ様子です。やはり地域が元気になることが自

り」「地場産業の育成」「商工業者と行政・各団体 との連携」だという意見   身の事業の業績に大きく関わつてくると考えているといえそうです。

が多く見られます。                           また、地域活性化の一つとして『日曜市』のようなイベントは「思う」「

商売上の問題点としては「売上の減少J「同業者との競争激化」「需要低   どちらかというと思う」が半数より多 く、回答者のうちでは有効な手段と

迷」が多く挙げられています。                       して考えている人がいるようです。

こういつた問題が地域活性化で解決されるかと言えば半数以上の方

会員の皆様、新年を迎えられ、早やもう
2月も終わり。あつという間に月日は流れ

ますが益々ご健勝のこととお慶び申し

あげます。
さて昨年来の金融危機、世界的同時株安による大不

況の中、仕事に資金繰りをご苦労されていると思いま丸

今こそ会員相互の連繁し、不況を乗 り越える努力を

していきましょう。

撒


